
2025年4月、SHIROの韓国初となる路面店「SHIRO Seongsu」にはじまり、新店をオープンするたび韓国文化への理解を
深めていくためにフィールドワークを重ね、少しずつソウル以外の街へも足を伸ばし始めています。そんな中、伝統家屋・韓屋
（ハノク）が今なお多く残るエリア・北村（プクチョン）で韓紙（ハンジ）と出会いました。韓国において韓紙は、単なる紙の域を
超え、その強靭さ、通気性、保温性を活かして家一軒を支える道具として使われているものでした。しかし、近代化が進み需要
が減ってきた韓紙。素材を求めて全州（チョンジュ）のつくり手を訪れ、つくる工程や和紙との違いなどを教えていただく中で
聞いた「家具の仕上げとして活用することが理にかなっている、そして何より使い続けることが伝統を守ることにもなる」という
職人の言葉に共感し、新たなお店づくりの素材として考えるようになりました。日本でもこれまで、さまざまな産業に従事する
方々と出会い、実直に自然と向き合う彼らの想いをものづくりやお店づくりを通じて、お伝えしてきました。今回の韓国での
出会いからも、SHIROの想像力は膨らみ、掻き立てられています。

日本で培った想いをつなぐ、韓国で取り組む持続可能なものづくり

2026年6月23日（火）、安養（アニャン）市の中心地に位置するロッテ百貨店 坪村（ピョンチョン）店の1階に韓国4店舗目となる
「SHIRO LOTTE DEPARTMENT STORE PYEONGCHON」をオープンいたします。
坪村は、ソウル近郊の洗練されたベッドタウンであり、健やかで丁寧な生活を愛する生活者が暮らす、息づかいの美しい「日常
の街」です。地域の皆様がふと立ち寄り、毎日使いたいものを見つけられる場所として、スキンケアやメイクアップに加え、フレ
グランスやホームアイテムまで、暮らしを豊かに彩る製品を展開します。

SHIRO SHOP RELEASE

2 0 2 6年6月2 3日 (火)　10時30分オープン

2026年6月23日（火）、韓国・坪村のロッテ百貨店1階に新店をオープン
韓国伝統の「韓紙」の職人精神と共鳴する、自然の恵みを余すことなく循環させるお店づくり

SHIRO LOTTE DEPARTMENT STORE
PYEONGCHON NEW OPEN



お店づくりの素材01｜「一千年生き続ける紙」といわれる構造と経年に耐える素材「韓紙（ハンジ）」

「槐（エンジュ）」の花の蕾を乾燥させた植物染料で染めた韓紙は、より
一層の強度や防虫効果を生み出す。染めた直後は淡い色合いですが、
時間とともに徐々に深い琥珀色へと変化していく美しさがある。

（左・中央）楮の枝を柔らかく蒸し上げ、冷めないうちに手作業で、丁寧に外皮を剥ぎます。真冬の寒い時期に行われることが多く、指先の力と根気が必要な作業。（右）晋州
（チンジュ）の工房にて、韓紙を植物染料にて染めている様子

韓紙は別名 「百紙（ペクジ）」とも呼ばれます。これには、1枚の韓紙が完成するまでに「職人が99回手をかけ、100回目に使う人
の手へと渡る」という意味が込められています。原料である楮（コウゾ）の枝を切り出し、皮を剥き、叩き、不純物を手作業で取り
除く。気の遠くなるような前準備を完璧にこなして初めて、美しい白い
紙が漉き上がります。彼らの仕事は、自然への敬意と、一切の妥協を許
さない忍耐の結晶です。韓紙の製作過程には機械化が難しい領域が
多く、今もなお人の手によって完成される工程が数多く存在します。単に
紙をつくるのではなく、時間と感覚の積み重ねがあって初めて成し遂げ
られる仕事であることが、強く伝わってきます。今回私たちは、韓紙の紙
漉きの工程に携わらせていただきました。繊維を手でちぎりながら重ね
あわせ、紙の表面をならさずに素材の特徴を際立たせるように仕上げ
ました紙そのものにも強度はありますが、さらに韓紙の保存性を高める
ため染色を行います。「植物の命を紙に移す」という染め作業も、時間
と職人の技の積み重ねで成り立ちます。こうしていくつもの工程を経て
生まれた紙だからこそ、“一千年生き続ける紙”とも言われているのです。
そんな染色韓紙を何枚もつなぎあわせ、什器の側面や扉に。美しさだけ
ではない実用的で強度ある素材として使用していきます。時代の移り変
わりに対して、この文化が消えてしまわないよう、新たな用途を世の中
に提案する機会となることを願っています。

お店づくりの素材02｜紙をつくる過程では、廃棄されるはずだった「木芯（楮ガラ）」

韓紙の原料となるクワ科の落葉低木「楮」の皮を削り、残された木芯。
地元では、自然の恵みを無駄にせず、燃料として生活の中で循環されて
きた素材。現在は、それでも余剰する分は産業廃棄物として処理される。

製品カウンターの側面を美しく彩るのは、韓紙の工房に積み上げられて
いたマテリアルです。伝統的な手漉き韓紙を作る過程で、主原料である
楮の皮を剥ぎ取った後に残る、本来であれば廃棄や燃料とされるはず
だった「木芯（楮ガラ）」。非常に軽く、乾燥すると高い強度を持ちます。
また、むき出しの芯材は空間の湿気やにおいを吸着する天然のフィルター
としても機能する優れた素材です。
人の手により剥がされたつるつるとした表面は、自然木ならではの細か
な凹凸や、わずかに残る繊維の質感が、光を当てたときに有機的な陰影
を生み出します。木肌のテクスチャーをそのまま縦に連ね、1本ずつが
真円ではない自然素材の良さを活かし、ありのままの曲線や形状に合わ
せ、接着剤を使わずに適したデザインへと落としこみます。
そしてそれらを、職人の手仕事へのオマージュとしてカウンター什器へと
再生させます。自然の恵みを無駄にせず、生活の中で美しく循環させて
きた韓国の伝統的な知恵。そして、SHIROのものづくりの考え方。その2
つが国境を越えて美しく共鳴する、新店舗の空間をぜひご体感ください。



SHIROが廃棄物ゼロを目指すために注力する取り組みのひとつ、お店
づくりでは、バージン材を極力使わず世の中にある端材や廃材にクリエ
イティブを注ぎ、既存の什器を再活用して捨てない、そして新たにつくり
出さない工夫をします。そのため、什器を設置する際も金具で固定せず
に、リサイクルやリユースなどの未来の利活用を予め想定しながら進め
ます。
2025年12月に開催したPOP UP STOREでも「借りて返す、そして
捨てない」お店づくりに挑戦し、捨てられるはずだった木製パレットを
メインカウンターとして活用して、多くの方々をお迎えしました。
その記憶を坪村店へつなぎ、新しい歴史をつくる什器として再利用いた
します。「つくる責任」を考え、未来を見据えたお店づくりに、私たちは
取り組み続けます。

運搬用の木製パレット。ウルチロサムガの印刷団地の一角で壊れて路上
に山積みになっていたもの

「SHIRO  LOTTE DEPARTMENT STORE PYEONGCHON」

所 在 地｜  京畿道安養市東安区市民大路180（虎渓洞1039）1階
営業時間｜ 月 - 木 10:30-20:00 / 金 - 日 10:30 - 20:30
　　　　　 ※定休日は、施設ホームページをご覧ください。
取扱製品｜ スキンケア・メイクアップ・フレグランス・ホーム
施設H P｜  https://global. lotteshopping.com/jpn/store/type?cstrCd=0341

設計を担当したDRAWERSの小倉 寛之さんは、空間デザインにおいて美しさや利便性を追求すると同時に“つくる責任”を意識
し、未来を考えたプロダクトデザインやクリエイションを行っています。韓国「SHIRO  LOTTE DEPARTMENT STORE 
PYEONGCHON」以外にも、台湾「SHIRO 誠品生活南西店」、香港「SHIRO K11 Musea」、2024年にオープンした北海道
長沼町の一棟貸し宿泊施設「MAISON SHIRO」、そしてSHIROの東京オフィスも設計を担当しています。

小倉  寛之
兵庫県小野市出身。京都造形芸術大学（現 / 京都芸術大学）芸術学部環境デザイン学科卒。
cafe co.勤務ののち、2011年インテリアデザイン事務所DRAWERSを設立。循環し、未来につながる
創作活動に取り組む。2020年より、クライアントワーク以外の活動をスタート。そして、インテリア
デザインを通して、廃材に新たな価値を生み出すプロダクトブランド「wa/ter」の運営も行う。

https ://drawers- des ign .com/DR AWERS
https ://water-sup.com/

@tete _drawer

@water_ products _des ignwa/ te r

お店づくりの素材03｜歴史をつなぐ、THE HYUNDAI SEOULのPOP UP STOREで使用した木製パレットを再び

NEW OPEN / SHIRO  LOTTE DEPARTMENT STORE PYEONGCHONPARTNER

2025年12月11日（木）よりTHE HYUNDAI SEOULで1週間開催した「借りて返す、そして捨てない」お店づくりに挑戦したPOP UP STOREの什器



会社概要

お問い合わせ先

シロ カスタマーサポート

E-mail ｜ info@shiro-shiro.jp

「自分たちが毎日使いたいものをつくる」というシンプルな想いからスタートしたコスメティックブランド。

自社内に開発から販売まですべての機能を持ち、創業当初からエシカルな信念に基づくものづくりを続けている。

厳しい自然が育んだ素材を国内外から見つけ出し、そのちからを最大限に引き出すスキンケア、メイクアップ、フレグランスアイテムを提案。

日本全国に直営店舗を展開するほか、ロンドンや台湾、韓国、香港に実店舗を構え、米国では自社EC、中国では越境ECでの販売を行う。

製品に使う素材同様、厳選した食材を届ける食のセレクト[SHIRO LIFE]、素材のおいしさを料理で伝えるカフェ[SHIRO CAFE]、

SHIRO が提案する美しさを最大限体感できるサロン[SHIRO BEAUTY]などの業態も展開。

2021年6月から、SHIROの創業地である北海道砂川市にて、工場の移転新設と市全体の活性化を目指すまちづくり

「みんなのすながわプロジェクト」を推進。2023年4月に新工場と付帯施設を含む「みんなの工場」をオープン。

2024年4月、従来の方法とは異なる、森林環境に配慮した“森の都合に合わせた設計建築”を進め、一棟貸しの宿泊施設

「MAISON SHIRO（メゾンシロ）」を北海道長沼町にオープン。ブランド誕生から15周年を迎えた2024年には、ものづくりとお店づくりの

2つにおいて、すべての資源の価値を見つめ直す「SHIRO 15年目の宣言」を表明し、地球の未来のために廃棄物ゼロを目指すことに取り組む。

また、「SHIRO リユースプロジェクト」が始動。社会の新しい標準を創出するため、使用済みガラス容器と衣類を回収する。

2025年11月、「みんなの工場」の敷地内に森の恵みと香りを味わうイノベーティブレストラン「MORISHIRO」をオープン。

2026年3月、ブランド初の展覧会「PAY FORWARD ̶すこし世界をよくするために」をみんなの工場で開催。2027年1月、

宿泊施設「みんなのホテル」と、サービス付き高齢者向け住宅「みんなのおうち」で構成される「PARK SHIRO」をオープン予定。

SHIROについて

企業名 ｜ 株式会社シロ

所在地 ｜ 〒107-0061 東京都港区北青山 3-6-7 青山パラシオタワー 8F

設立 ｜ 1989 年 10 月 23 日

代表取締役 ｜ 福永 敬弘 （ふくなが たかひろ）

事業内容 ｜ 自社ブランド「SHIRO」の企画、開発、製造、販売、

    店舗運営 （「SHIRO / 化粧品、雑貨」「SHIRO LIFE / 食物販」「SHIRO CAFE / 飲食」

　　　　　　 「SHIRO BEAUTY / サロン」）、SHIRO オフィシャルサイト / オンラインストアの運営、通販事業運営、

　　　　　　　直営ホテルの運営（「MAISON SHIRO」「PARK SHIRO」）、

　　　　　　　レストランの運営（「MORISHIRO」）、北欧インテリア雑貨の輸入、販売代理（「biotope」）

URL ｜ https://shiro-shiro.jp


